
議
員
提
出
第
二
十
一
号
議
案

離
職
者
訓
練
（
介
護
福
祉
士
委
託
訓
練
）
並
び
に
修
学
資
金
貸
付
制
度
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
国
民
の
福
祉
・
介
護
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
一
方
、
少
子

化
等
に
よ
り
生
徒
数
も
減
少
し
て
お
り
、
介
護
人
材
の
質
と
量
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
は
、
教
育
機
関
と
し
て
の
使
命
感
を
も
っ
て
社
会
の

要
請
に
応
え
得
る
質
の
高
い
介
護
福
祉
士
の
養
成
に
心
血
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
に
お
い
て
は
、
近
年
の
雇
用
状
況
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
安
定
的
確
保
を
目
的
に
、
平
成
二
十
年
度
よ

り
『
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
』
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
雇
用
対
策
と
し
て
、

『
介
護
福
祉
士
養
成
に
係
る
離
職
者
訓
練(
委
託
訓
練)

』
を
、
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
は
働
き

な
が
ら
資
格
を
取
る
『
介
護
雇
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
施
策(

平
成
二
十
三
年
度
入
学
生
ま
で
の
措
置)

が
講
じ

ら
れ
、
本
県
所
在
の
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
施
策
の
実
施
に
よ
り
、
所
期
の
目
的
が

達
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
施
策
の
有
用
性
を
考
え
、
国
に
対
し
て
継
続
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
国
の
補
助
率
下
降
を
契
機
に
、
九
州
地
区
に
お
い
て
は
、
多
く
の
県
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

一

周
知
の
よ
う
に
、
『
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
』
は
、
入
学
生
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
優
秀
な
人
材
確
保
に
よ
る
質
の
高
い
介
護
福
祉
士
養
成

の
た
め
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
制
度
を
平
成
二
十
三
年
度
入
学
生
ま
で
実
施
さ
れ
た
国
の

補
助
率
十
分
の
十
の
制
度
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
。

二

高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
福
祉
人
材
の
質
と
量
の
確
保
、
雇
用
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
六
年

度
以
降
に
お
け
る
『
介
護
福
祉
士
養
成
に
係
る
離
職
者
訓
練(

委
託
訓
練)

』
を
恒
常
的
に
実
施
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
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